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カラシナ（アブラナ科） サンシュユ（ミズキ科）
別名ハルコガネバナ、アキサンゴ
とも呼ばれ、春の花、秋の果実 
と年２度楽しめる落葉小高木。 
偽果の果肉（生薬名：山茱萸／ 

サンシュユ）を滋養強壮薬、
収れん薬、滋陰薬とする。

皆さ～ん 薬草園に来ませんか？

草木に囲まれ心も体もリフレッシュ・・

へへい

今、こんな草木が楽しめます 

待ってまーす！！ 

薬草園ボランティアグループ 

アブラナ科は、花びらが４枚で
十文字に咲くことから、十字花
科とも呼ばれていた」カラシナ
の種子（生薬名：芥子／ガイ
シ）は、健胃薬として用いる。
また、香辛料の原料でもある。

薬用部分：種子

薬効：鎮咳・去痰薬の乳化剤、緩下

成熟した果実から果肉と殻を除いた仁を日干しにする。甘味のあるものを甘扁桃（Sweet Almond)、苦

みのあるものを苦扁桃(Bitter Almond)といい、苦扁桃を生食すると中毒を起こす。




